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1) 本稿が参照した文献は，以 Fのものである。一一平田情明. rマルクスにおける経官学と歴史
認識」上中・下の1 下の 2. r思想J19伍年. 4月 5月. 8月.1l月号，同 「商品論の
復位J.r桶論議J第&6巻6号， 1'966年，同.r歴史理論としての『資木論H r思想J1967年
5月号，同， f50年代マルクス市民社会論」経済学史学会編『資本論の成立Jl1967年所収，杉
原四良'. rミpレとマルグスJl 1957年，同. rマルグヌ桂菌学の形成I1964年，同 『マルクス蛭
済学への道11， 1967年，小林弥六『経済学批判体系の形成J]， 1967年;山之内靖「マルクス エソ
ゲ"スの世界史認識J.r居1';f!U1968年. 7月号，同. rマルクス エゾゲルスの世界史像!-18昨
年恐慌J.r土地制度史学」第四号， 1968年，同. r歴史認識における段階性と類型性J.r土地制
度史苧J第11号， 1967年，同. rマルグス エソゲルスの世界史認識J.r歴史学研究 INo. 342 
1968年宮沢賢治. rマルクスと植民地主義J.r思想J1968年. 8月号，プイゴツキ ，富岡梧
訳 『資本請の生誕Jl1967年 GF'-nrgeT.ichtheim， Mar:usJn， Sec. ed.， 1964. Part IV: Maxi-
milien Rubel. Karl Marx-Essai de Biog向 ph叫 lntellea制 le，1954， II 1 












リツォ Y トを設定する作業である o
本稿の目的は，多数の論文のうち，後進国論めのみをとりだして整理し，当




した。いわゆる「飢餓の 40午代」から「黄金の 50年代」への転換であるu こ
の時期を境にして，マルクスの思想内容も，一定の転固と前進をみせているぺ
では，との資本主義の転換，ないしは新たな発展をマルクスはどのようにみ
ていたか。 1850 年の『新ライン新聞・政治経済評論~ (“ Die Neue Rheinische 
2) Marx， Grundrisse der K，的 ukder polit1Sch問。ko.仰蜘e(Rohentwurf) 1857-58， Dip-t7. H)5，~ 
S_ 22，高木幸二郎監訳.w経済学批判要綱J23ベー ジ。
3) 1850年のマルグスの時事論文における後進国論に言及した文献としては，止のものが参考にな
る。 前掲の M.Rubel， Karl Marx， pp， 297-306;山之内氏と富沢民の前掲論士。
4) マルグスの思想の転回(主として政治思組)については!院の諸文献が詳しL、。フラソツ・メ
リーンク j 栗原佑訳， wカ ル・マルクス』第7章，高島水田平田共薯， w社会思想史概論』
第5章2節，淡路憲治， rマルグスの後進国障についてJ(1)，岡山大学「法経学会雑誌」第17巻
2号， 1967年;John Le帆 s，TIuJ Life anli Teaching 01 Karl Marx， Chap. II 
























5) MarxJEngels， Revue. JanuarJFeb附 2r1850. in NRhZ Rev~侶 2 Heft， Feb. 1850. MarxJ 
Engels， Revue. Mai bis Oktober 1850， in NRhZ Revue. 516 Hefl， Ma"i-OKt. 1850. Marl'<-
Engels， Werke， Hd. 7 この三つの「評論」はj マルクスとエンゲルスとの共同執筆の成果であ
るがj さしあたり，ここでは，両者の資本主義障の差異は閑わなし、事実， 50午代におけるマル
クスの他の時事諸論文の中には評論」と基本的に同ーの資本主義障があるのである。
6) Marx/Engels， Revue. M出 bisOktober， Werlte， Bd. 7， S.431， [Fマルクス ~ンゲル
集~ (以下『全集』と省略する)第7巷 441ページ。


























7) Ib.d.， S. 432.邦訳前掲書， 442へジ。
8) M日 xjEngels，Revue. JanuarjFebruar， Werke， Bd. 7， S.220， Ii全集』第7巻， 226ベー ジ。























9) Ibid， 55. 220-221.邦訳前掲書.227へ ν。
10) lbid.， S 221，邦訳前掲書， 227-228へー ジ。
11) Revue. M副 Okl.Werke， Bd. 7， S.440， i全集』第7巻.450へー ジ。
















するマルクスの実態分析を整理しておこう。本節では，スコットラ Y ド・ロ γ
ア・中国の三国に関する 7 ノレクエえの所論に限定しておく向。
( i ) スコットラ Y ド論






論はj マルクスの世界市場論と不可分であった。だから a 恐慌と革命の結節点の検出はj 可及的
全世界的におこなわれる必要があった。例えば，世界革命の条件としての，アジアの位置の惟定。
14) アシア オリエントの具体的分析は， m節でみるように ほ日1853年頃から開始される。 Lか
し 『新フイン新聞 政治荘慣評論』も，中国に対する関むをみせていることは注目してよb、。
マルクスは， r中国社会主義Jたる太平王国の乱が「中華共和国 自由 平等 博霊Jを樹立す
ることをz 期待してし、る。 (R，糊 e.]an.fFeb. Werke， Bd.7， [J全集』持7巷.228ベジ。)太
平天国の乱?と対する j この「無批判的」評価は 中国の経済構造の分析が進むにつれて畳更さ札
る。この点にも， 53年以降のアジア社会論のマルクスピおける重要性があるといえよう。
15) マルクスの後進国論はj 上記3園にとどまらなし、。他に，インド アイルラ γド スベイ γ
トノレコ スイス ポ ヲントはどがある。イ γ ト論については， il曲以下そ参照。アイルラゾド
論については 註17)を参照。
16) Marx， (i) Wahlen-Trube Finanzlage-Die Herzogin von Sutherland und dle Sklaverei， 
N，叫 YorkD田 lyTribune. 9. Februar 1853; (ii) 5utherland und die Sklaverei; Oder 
die 丘町zoginzur Hause， The People's Pa戸r，13. M町 z，1853.((ii)は， (i)の後半部分をその
まま転載したものである。)Werke， Bd. 8， S.500， Ir全集』第8巻， 487ベー タロ












化した。サザラ yf家は，イギリス軍隊を使用して. 1814年から 20年にかけ
て， 約3000家族=15000人の住民を追い出して，全ての土地を牧羊場にかえ
てしまった。 1821年には. 15000人のゴーノレ人が. 131000頭の羊に置きかえ






17) とこで簡単にアイルランド論をみておこう。 イギリλ は，武力によってアイルランドを根
底から破壊しz アイルラγ ド人の活動力を奪った。その結果方に少数の土地独占者の階級，
惜方に零細小作人階紐，が形成され，これがj 現在のアイノレランドの陪殻構成を伝れ (Marx. 
Die ind~sche F:同:ge-Dasirische Pacht四 cht，NYDT， 11. Juli 1853 、月{erke，Bd. 9， S8. 157-163_ 





では，スコットランド アイルランドの暴力的な資本主義化は，ほかなら血資本主義イ γグヲ γ
ドにおいて，イギリス町小農民的収奪をひきおιし，イギリ λの定住的な零細川、作人にも海外移
住を強制することになった。マルクスは，暴力的農民収事ー原蓄過程が単なる過去の事実ではな
46 (350) 持 103巻揮4号
(ii) ロ γ7~1古






















である。 (Maτx.E:γ出岬geneE叩 gration....NYDT， 22. Marz: 1853. Werke. Bd. 8， 85 
541-545， f全車2第8巻， 526-530ベージ。〕
18) Marx. Uber die B.叩 ernbefre叫 ng(in Rusl聞の [1月.NYDT. 17. Jan. 1859. Werke， Bd 
12， S.681， f全集』第四巻.647ペー ジ。
19) Ibid.， 58. 681-682，邦訳前掲書， 647-648ベー ジ。
20) Marx. Rusland bedieni sich Osterreich-Das Treff!叫間 Wa阿aw，NYDT. 10. Okt. 1860， 
WeTke.~Bd. 15， S 178， Ii全集』第15巻， 170ベジ。
21) Marx. Vber die BaUC1'nbet'eiung (~仰 RußlandJ (I打 Werke，Bdj2， 88. 681-682， Ii全集」
第12巻， 467-468ベジ。
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このように，ロジアの農村共同体は，皇帝と農民との敵対的闘争の中で破壊
され，共同体の諸成員は，個々の独立した農民=私的所有者に転化されていく



















22) マルクスのロジア請はj その後i 大きく密化するロ cf. Briefwec.おelzwisch四日岬 Zasulic
削~d Marx-Die Konze少tI-IV， Mar:x印 Za'叫 ic-，in Marx-Engels Archiv， Bd. !， 55 
318-342 なお，田中耳晴 r ロシア経済，!!'，n主史の研究~ (1967年〕序章と 9草が参照されるべきで
ある。
23) Marx， f)ber den britisck-ch間 esischenVerlrag， NYDT， 5. Okt. 1859， Werke， Bd. 12， S.569， 
『全車』第12巻.541へージ。
24) Marx， Der Ha-ndel mit China， NYDT， 3..Dez. 1859. Werke， Bd.13， S.540，_ s-543， S.544， 
『全集』第13巻.537， 540， 541ベジ。
25) Marx， C恥 Msisckes，Die Presse， 11. }uli 1862， Werke， Bd._ )5， S.514， r全集』第15巻，
490ベジ。


























26) Marx， Die Revolution四 Ch間 aund叫 Europa.NYDT， 14. Juni 1853， Werke， Bd. 9 
55. 95-97， [J全集』第9巻， 91-94ベー ジ。
27) Marx， Der Handel mit Ch問仇 Werke，Bd. 13， S.544， [j全集』第13巻， 541ベージ。
























28) Ma1'x酬 Engels，2. !u叫 1853，Werke， Bd， ~8. SS. 2S1-254.岡崎次郎訊『資事前に関する
手紙， (上)， 51ベジ。 Engels側 Marx，6. J1!-ni 185，3，耐 d.，S~. 2_5~-260，岡崎京前掲書J
52ペー ジo.Marx開 Engels.14. Ju削 1853;jbid.， 58田ι269，岡崎訳前日量書，時 58"'" ジ。
:.'.9) Ma:rx:. Die britische Her-rsch，att叩 lndien，NYDT， 2.5. Juni 11353" Wet:ke. ~d. 9， S:;.， 129 
131， 1全集』第9巻.123-125ベージ。





















30) ManしDiek1lnftigen E1'gebn四'{3der britischen且errscl.沼ftin Indi師， NYDT，"S. Aug. 1853 
Werke， Bd. 9， S.2目『全集』第9巻 215ベ}ザ。
31) Marx， Die bni叫 k&Herrschaft 耐 d.，S. 132，邦訳前掲書J 126ペー ジo Marx. Die ki如:ftigen
Ergeb'lise. ihid.， S.22::1，邦訳前掲書， 215へ え
32) Marx， Die b1'uische Herrschaft.，. ibid.， S.132，邦訳前掲書， 126ペー ジ。
33) アジア的生産様弐に関する士献は きわめて多数にの日るが， 50年代のマルクスピおけるアタ
ア的生産様式論に言及した比較的最近のもののみをj 次に掲げてお〈。 塩沢君夫， r古代専制
国家ol構造』増補阪:本田喜代治舗訳『アリア的生産様式の問題I(1961~年) ;ヴァルガ「アジア
的生産様式について]， r資本主義経済学の諸問題J (1967年)所収。
34) Marx， Die kanftigen Ergll占nisse...，Werke. Bd. 9. S. 221. r全集』第9巻 213ベー ジ。
マルクスの資本主義像と歴史意識 (355) 51 
イギリ λ は，インドの土着的共同体を破壊し，土着工莱を根ιそぎ一掃し，
そして土着社会の偉大で高貴なもののすべてを平準化することによって，ヒン























35) Marx， Dw brifische Heryschaft.." ibid.， S.132，邦訳前掲書 126へー ク。





























37) Marx. Die britische HerrschaJt.... ibid.， S.132.邦訳前掲書 126ページの
マルクスの資本主韓偉と歴史意識 (357) 53 






















ろう。したがって r大プリテ γ そのもので，産業プロレタリアートが現在の
38) M:l.rx， Dio k辺njtiCsnEl'g，品川'ISSi3 耐 d.，s. 225邦訳前掲書， 217--':ーク。
39) Marx， DM brihsche Herrschaftー パbui.，S5. 128-129.邦訳前掲書. 122-123ベー ジ。 Marx
Die制加fhgenEヤgobnis"，-， ibid:. S 224，邦訳前掲書， 216-ミ ジ。
40) Marx. Die bntische Herrschaft‘. Werke， Bd. 9， S.133， Ii全集』第9巻;127ベー ジ。
54 (358) 第 103巻第4号
支配階級にとってかわるか，あるいは，インド人自身が強くなってイギリ夕、の























41) Marx， Die kunftig開 Ergebmsse..-.，ibid.， S.224，邦訊自'J掲書， 216へー ジ。
42) Marx， Die kUnftig開 Ergebmsse...，ibid.， S.226邦訳前掲書， 217ベ d。
マルクスの資本主義棒と歴史志需 (359) 55 
結語
以上にみ亡きた50年代のマノレク月の資本主義像は，その細部にL、たるまで検
討するならば，多くの批判を免れることはできまい。例えば，アデア社会論に
おける史実把握上の欠陥や，アジア社会の歴史的進行に関する予測のあやまり
など。しかし，細部の実証的主確さは，マノレグスにとって，さしあたり第二義
的な問題であった，といってよい。マルグスにと。ての基本的問題とは，資本
主義に対するアジア巷含む後進諸国の意義は何であるか，更に，歴史段階を異
にする種々の諸共同体の残存と資本主義との関係はし、かなるものなのか， とい
うことにあった。これらの諸問題は，マルクスに対して新たに提起された，経
済理論および歴史理論において解決されねばなら白ものであったし，現在でも
なお，我々にとっての現代的問題でさえある，といってよい。 だから， 5口年代
末の経済学批判体系を構築する過程で，マノレグスは，自己の獲得した資本主義
像と歴史意識=I直観と表象」から経済理論=歴史理論の諸範博壱練り上げる
と同時に，その諸範理事の現実への照射力あるいは射程距離を，不断に確認しつ
つ進まねばならなかった。本稿で扱った50年代のマノレグスの時論的資本主義と
歴史意識とが，いかにして r経済学批判要綱』の理論的諸範時と突錯し，関
連しあうか，つまり I直観と表象」の理論への生成過程の問題壱研究するこ
とは，今後にのこされた課題である。 (1968年12月)
